
きょうからようちえん！ 

 

今日から新学期が始まりました。 

久しぶりにみんなの笑顔に出会い、先生たちもますます元気になりました。 

８月は登園時間を３０分繰り下げています。 当分の間は午前保育になりますが、 

感染症対策をしっかりとしながら、子供達との生活を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年長組は初めてのオンライン始業式です。 

園長先生のお話が始まると、じっと聞き入っていました。 

『…夏休みは何をして過ごしていましたか？  

幼稚園では、手洗いをしっかりしようね  

みんな元気で楽しくあそんでね…』 

式の始まりと終わりには、自然と立ち上がって“礼”をする姿がありましたよ。 

モニター越しでも、式の雰囲気はちゃんと伝わってくるのですね。 

 

 

お話が終わると早速外に飛び出していきました。 

夏の間も幼稚園のお庭はみんなを待っていましたよ！ 

（草刈りは大変だったけどね…((;^_^A ） 

  



おたんじょうかい 

9 月１日 

 

 

８月うまれのお友達のお誕生会をしました。 

３歳、４歳、５歳ともにクラスのお友達でお祝いしました。 

お誕生日を迎えたお友達は、お誕生席に座ります。 

みんなの前で改めてお名前と年齢を紹介し、好きな食べ物などをイ

ンタビューし、お家の方からのメッセージを預かって読ませていた

だきました。 

 

今回は感染予防のため、保護者の方には参加していただけませんで

したが、メッセージを代わりに先生が読み始めると、シーンと静まり

返って聞き入っている子供達の姿がありました。 

また一つ大きくなったことを喜び合い、お誕生か

ら今までを振り返り感謝する大切な節目の行事。 

しめくくりは盛大（？）に“くす玉”を割って

“おめでとう！”と拍手して終わります。 

 

 

 

 

さて、ひまわりの向こうに広がりはじめたの

はいわし雲かな？ 

雲を見るのも楽しみな季節がやってきました。 

 

  



こうつうあんぜん 

9 月１０日 

延期になっていた年中組さんの“交通安全教室”をしました。 

（担任の先生の手作り交通安全教室です！） 

 

 

 

 

 

横断歩道ではしっかり止まって 

信号をよ～く見て… 

青になったら慌てずに… 

右よし、左よし、右よし… 

『何も来ないかよく見て～』と、言われても、来ないことを見る
．．．．．．．．

なんて、小さい子供達には

ちょっと難しそうですね。でも難しいからあとで…といってはおれません。根気よく、繰り

返し、繰り返し大人が一緒にしながら、少しずつわかっていくことが大切なのだと思います。 

子供達に交通安全のルールやマナーをしっかり学んでほしい！と、この交通安全教室は

次回につづく…そうですよ。 

 

幼稚園のお庭には、“おじぎそう”がたくさん育って

います。おじぎそうの花はピンク色でふわふわ♡ 

ちょこっと突っつくと葉っぱが一斉におじぎするこ

とを誰かが発見したとたん、次々に小さな手が葉っぱ

に伸びてきます。（でもトゲがあるから気を付けてね） 

おじぎそうって不思議…。 

  



おつきみ 

 

9 月２１日 

お月見が楽しみな季節になりました。 

そこで、年少さんが作ってくれたお団子をお月見風に飾ってみました。 

 

幼稚園のお庭にある草花とかわいいお団子 

お月様にお供えしよう 

動物さんも食べにくるかな 

大きいおだんごは、くまさんのぶん…  

口々にお話しながら作ったようです。 

お隣に置いてある色水ジュースは、 

すぐに飲めるように蓋があけてあるんですって😊 

子供達は、満月を眺めながら何を思い巡らせているのでしょう… 

 

中秋の名月の行事には秋の収穫を感謝する意味もあるようです。 

そういえば、幼稚園のさつまいも畑は立派な葉っぱが茂っていますが、 

お芋の様子を見に行ったら、つるに花が咲いているのを見つけました！！ 

果たして今年のお芋の出来はどうでしょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

  

もうすぐ運動会！ますます元気いっぱい 

  



もうすぐ運動会 

9 月３０日 

 

９月も今日まで。明日からは１０月です。 

来週にはみんなが楽しみにしている運動会を 

学年ごとに開催します。 

今年の運動会は『おひさま広場』とネーミング 

開会式は『はじまりのおはなし』 

閉会式は『がんばったねのおはなし』  

コンセプトは普段の保育と同じように、子供達が走ったり踊ったりをみんなで楽しむこと。 

でも、運動会はちょっと特別な日です。だってお家の人が応援に来てくれるもん。 

 

いつもは縦横無尽に園庭を走り回っている子供達ですが、 

いざかけっこのスタートラインに立って、よ～いドン！すると… 

なぜか右やら左やらに曲がっていく人が続出。 

まっすぐ走ることって結構難しいのかも知れません。 

けれども、走り終わった子供達の表情は爽快！ 

一生懸命に駆け抜ける姿もステキで、つい見とれてしまいます。 

きっと“思いっきり”走って風を感じているのでしょうね。 

 

かけっこコースのすぐ横では、ホシホウジャク（と思われる

蛾）がお食事中でした。ホバリングしながら花の蜜を長いス

トローで上手に吸っています。 

あまりの器用さにこちらもつい見とれてパチリ！ 

  



あきのけはい 

１０月２６日 

 

秋休みが終わり 後期前半学期が始まりました。 

少しずつ幼稚園に 秋らしい空気が漂い始めているこの頃… 

園庭に現れたのは…だれかな？     

 

ぴかっと光るアイテムや 

ビニールの黒いマントを身に着けているのは 

年中組の“忍者”たち 

だーるまさんがころんだ！と唱えながら 

ぴたっと動きを止めるの術を磨いていましたよ 

 

 

一方、宝の森には年少組がみんなでやってきました。 

手作りのバッグに 宝物を見つけて入れるのね 

もうすぐに どんぐりや木の実が落ちてきそうな気配です  

 

 

 

そして ついに年長組のリレー遊びがはじまりました 

リング型のマイバトンを 一人一個ずつにぎりしめて 

思い切り走るって気持ちいい 

コーナーを転ばず回るのって難しいんだよ 

○○ちゃんが待っているところまでがんばれ！ 

 

いろいろな思いを込めて 

バトンとバトンで次の友達にタッチ！ 

秋空の下、笑顔がはじけます 

 



たいせつなたね 

11 月１０日 

 

秋風が冷たくなりはじめ、 

幼稚園のお花が枯れて茶色くなってきました。 

花壇のお手入れはしないのかな…？ 

と思われるかもしれませんが、 

咲き終わったお花から、 

“たね”をいただくため、 

幼稚園の秋の花壇はしばらくそのままです。 

 

色とりどりに咲いていたお花が 

形も色も変わっていくって不思議… 

幼い頃、無心に種を集めて楽しかったことが 

子供達と種取りをしながら思い出されます。 

 

お花は買ってくることの方が多いこのごろですが 

こうして“命”が次の季節につながっていくことに 

子供と一緒に思いを馳せてみることも 

幼稚園では大切なひとときです。 

 

  

春が過ぎたら 蒔いてみようね 



わくわくぞうけいてん 

1２月１３日 

 

幼稚園では“わくわく造形展”を開催しました 

子供達が遊びの中で楽しく作ってきたものが 

ところせましと並んでいました。 

子供達ののびやかで自由な表現の世界が 

なかよしホールいっぱいに広がりました 

 

 

３，４歳児はお部屋で遊んだものを 

よいしょ よいしょと運んできました 

みて！とお家の方に作品の説明をする姿は 

ずいぶん得意げです 

 

５歳児は、クラスで一つのものを作り上げます 

（ことしは大きな“船”が２艘登場しました） 

作りながら遊び、相談しながら作り、また遊び… 

と、変化し続ける作品です 

小さいお友達も喜んで遊びに来てくれました 

 

 

年齢により造形展という行事の意味は 

それぞれ違いますが 

また一つ節目になる行事が過ぎていきました 

宝の森にも遅い冬がやってきました



「あおぞらロンド」 

 

幼稚園児と大学生が協働で壁画を制作しました 

12 月 13日（月）、附属幼稚園なかよしホールの外壁に 2 枚の絵が設置されました。 

壁画は、附属幼稚園の年長児がスタンプやマー

ブリングなどで様々な色紙を作り、図画工作と美

術を学ぶ学生たちがコラージュの素材として型

抜きの手法で完成させたもので、青空の中を子供

や動物が踊っているように見えることから「あお

ぞらロンド」と名付けられました。 

今回の制作は、教育学部のプロジェクト研究の一つとして、

コロナ禍によって子供と学生が直接触れ合う機会が限られる

中で、作業工程を分担する形で実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

園児たちは、完成した壁画を見て、様々な色彩の調和した美しさに

歓声を上げたり、大きな絵の中に自分が作った色紙を発見して驚いた

りしていました。 

学生たちは、現在、今回の活動を発展させたワークショップを卒業制作展（2 月 26 日草津

クレアホール）で行う計画を進めています。 



はたけづくり 

２月１８日 

畑つくりがはじまりました。 

 

たからのもりの化石（石）掘りでも、 

砂場の山つくり、トンネルつくり、穴つくりでも 

年長さんのパワーが溢れすぎ… 

これは本物の畑が作れるのではと誘ってみると… 

 

草取りからはじめて、土ほぐし、 

ダイコン収穫後の袋土を運び入れ…と 

なかなか本格的。 

ねっこの土を落としながら、 

「土は地球の大切なものだからね～」と 

教師がつぶやいてみれば… 

「土は地球のものなんだよ」と 

友達同士で伝えていたり 

「ふかふかにしよ～」 

「なんか、黒い土になってきた」 

と言いながら土を掘っていたり 

子供達の気付きのポイントに感心しました。 

 

畑づくりから３日目… 

なんと少しずつ、 

畑っぽくなってきたではありませんか！ 

3 月には修了式を控えた子供達 

なんだかますます頼もしく感じます。 

～さてさて、どんな畑になるのでしょうか～ 



はるのひざし 

２月２５日 

 

とても寒かった２月も終わりに近づき、 

少しずつ春の気配を感じるようになりました。 

 

 

いっぱい並んだ まん丸の椿のつぼみ、 

 

ちょこんと顔を出した 福寿草… 

 

 

 

２月の幼稚園は生活発表会シーズン 

今年は感染症対策で、お家の方には劇遊びを動画

配信で見ていただくことになりました。 

もちろん、子供達の表情や姿を 

じかに見ていただくのが一番ですが、 

お家で子供と一緒に動画を見ていただく方法にも 

別の良さがあるようです。 

（なにせ、名
．
解説者がそばにいますから…） 

 

 

お庭の梅も咲き始めました 

子供達の表情も どこかうきうきしてきたようです 

 

 

 

 



いつもここに 

３月２４日 

 

今日から春休みです 

先週、春の陽ざしがまぶしい日に 

年長さんが幼稚園から巣立っていきました 

 

  ３月は子どもたち一人一人との思い出を振り返りながら 

修了の準備をすすめてきました 

 

入園してから、これまでの年月 

幼稚園は いつも変わらずここにあり  

子どもは同じ時間に おはよう！とやってきて 

お帰りの時間に さようなら！とかえっていく 

 

でも ここで繰り広げられる物語に 

同じエピソードは一つもなく 

子どもにとっても保育者にとっても 

  一瞬一瞬が かけがえのない出会い 

   

  宝の森の木々の根本に  

年長さんが遊んだお礼に たい肥をまいて  

さようならをしました 

また４月から 子供達がこの森で遊びます 

 

みんなみんな ごしゅうりょうおめでとう！ 

 

～令和４年度に続く～ 

 


